２０１３～２０１４年度　会員増強事業主任方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員増強事業主任　　相磯　優子　（沼津）
１．事業方針　
　“生み・育む”この言葉が、会員増強事業委員会が担当する事業である、クラブ拡張・（Ｅ）、会員増強・維持・啓発（ＭＣ）、広報（ＰＲ）全てに求めるものであると思います。そして、営みの根源である“生み・育む”をワイズメンのお一人お一人に強く思って頂きたく思います。
　ここ数年継続されている、インビテーション・キャンペーンですが、はたしてクラブ全員の方々が、知人・友人を例会にお連れして頂けているでしょうか？新入会員の勧誘に携わる事は、ごく一部の熱心なメンバーだけの活動いうことになっておられませんでしょうか？
会員増強は各クラブの皆様全員の共通の取り組みにして頂きたく思います。その為には、インビテーション・キャンペーンのチラシのみで皆様にお知らせするのではなく、出来る限りお伺いして、直にお願いしたいと考えております。
「知人・友人の方を例会にイベントにお連れ下さい。」と目に耳に留めて頂き、意識して頂き、行動に移して頂きたいのです。
皆様のクラブが楽しいクラブであるという気持ちを持ってお誘いしてください。
２．事業目標
①　Ｅ（新クラブ設立）３クラブ
②　ＭＣ（会員増強）　各クラブ会員純増１名、区では１００名
③　退会者ゼロ
３．事業計画
①Ｅ（新クラブ設立）
区を挙げて取り組みたいプロジェクトです。着実に一歩ずつ実現に向けての動きがあるようです。全力でサポートしていきます。資金面の強化の意味でも、国際・交流事業のＹＥＳ募金の推奨。
②インビテーション・キャンペーンの実施
インビテーション・キャンペーンを継続します。各クラブ会長にはキャンペーンで例会にお呼びした方々のフォローをお願いします。新会員の候補者となられる方々です。皆様で協力して、引き続き例会、イベントにお誘いの声掛けや訪問等、繋がったご縁をより太いものにして下さい。キャンペーンの為の活動で終わらないことをお願いします。
③各部でのＥＭＣ会合の開催
各部のＥＭＣ主査が中心となり、各クラブＥＭＣ委員長、各クラブ会長と会員増強の問題点、成功例等の様々な情報を交換し、クラブでのＥＭＣ活動に活かす。
また、各主査におかれましては、部全体の新入会員数の動向と１００名に対する意識の確認をお願いします。
④ノンドロップ対策
「クラブ・シンキングデー」を設けクラブ内のより良い雰囲気作り。
メンバーがお互いの気持ちを思いやって頂きたいです。”なんだか寂しそう”と感じたら、すぐに、声かける。小さなことですが、重要と思います。
⑤広報（ＰＲ）
地域奉仕作業活動、新規事業の立ち上げなど積極的に行う。
会員増強やノンドロップ対策にも必要です。
他クラブとの合同事業や事業協力で全クラブが活動を。
